













報告者は、 『無形文化遺産研究報告』第九号（以下「 『報告書』第九号」 ）
において、当研究所 所蔵されているパテ社製ＳＰレコードのうち、岡安南甫が唄った『吉原雀』 ついて報告した。これらのレコードの収録は先行研究の飯島満・永井美和子「 『特殊再生装置を要する音盤』パテー縦振動レコード」 （ 『無形文化遺産研究報告』第六号所載）で詳述されているとおり、 明治四十四年 （一九一一） 十月に行われ ようである。所蔵するパテー盤の長唄作品はこのほかに、 『新浦島』 、 寒行雪ノ姿見』 、 『筑摩川』 、 『越後獅子』 、 『松のみどり』 、 『綱館』の六曲あり、本稿では、 『新浦島』を取り上げることとした。　
長唄『新浦島』 （現在の一般的な呼称は『新曲浦島』 ）は、 坪内逍遥が『新
楽劇論』 の具体例として著した脚本 序にあたる。 初演ののち改訂が行われ、こんにち演奏されている曲は 四十年十一月に演奏されたも であるという。　




表からあまり年月が経たないうちの録音と位置づけることが きる。さらに収録状況に鑑みると、演奏者は作曲者本人から直接稽古を受けたと考えるのが自然であるし、収録時には作曲者が立ち会っていた可能性も大いにある。よって、節や旋律は、作曲者の意図に近いものと考えてよいだろう。このような録音が現存していることは、本来の伝承 立ち返ることを可能にさせる、きわめて重要な事例 。　
『新浦島』には、終盤に〔船唄〕という、唄のみで三味線は一切弾かな











































































は、六左衛門の弟で三味線方の五世杵屋勘五郎 妻である。六左衛門と勘五郎 パテー録音で『新浦島』以外の曲を演奏しており その中心的な役割を担っていた。　
『報告書』第九号で紹介したが、明治四十四年十月十七日から二十三日





















































































































（朝刊）で、杵屋千代（この時の名は「杵屋かね」 ）は、 「 『新曲浦島』で聞かせ處と云へばやはりフナウタでせうが、あそこは坪内先生のお話で 追分けになつてはいけないと伺つて居ります一體に追分にした方が派手になりますし皆さんさう ふ風にやつていらつしやるやうにも伺ひます （後略） 」と述べている。ここでの重要な言説は、 〔船唄〕 「追分け」では い、ということである。 「追分け」 （追分）とは、自由なリズムで拍節がはっきりせず、産み字（母音）が延びやすいこ が特徴である。千代 、作詞者の坪内逍遥より、追 になってはい ないと聞い たよ だ。た かに、録音を聴く 、産み字は必要以上に延びて ることはない。　




大変人気のある曲目として定着し、現在多くの流派で通行の曲目 ないる。報告者はこれまでに何回も『新浦島』を聴いているが、 他の曲に比べ、当然考えられる流派による伝承の違い以外に、個人差が顕著であることに興味を持っていた。しかし、 〔一声〕の「よせかえる かみよながらの みのおと、ちりのよとおき、しらべかな」と 〔船唄〕の「あめよ、ふれふれ、かぜなら、ふくな、うちの、おやじは、ふなのり じゃ。かぜ 、ものや、ことづて しょも 、かぜは ょこ を、ふきまわる」という フレーズの のような切り方が どの演奏者にも大体あ は るため、全く違うという印象はなかった。 そ であっても、 初演 ら百年以上が経過した。ここで杵屋千代の節に回帰 てみ こ が重要ではな ろうか。　










七による『文化譜』の四種類である。 『古今俗曲全集』は〔船唄〕の部分だけ唄の譜が五線譜で書かれている。 『栄二譜』と『文化譜 基本的には三味線の譜だが、 〔一声〕と〔船唄〕の二カ所のみ唄の譜が書かれている。 『青柳譜』は、全曲にわたり唄と三味線の譜が書かれている。　
報告者は、これらの録音と楽譜に記録された音をすべて楽譜に起こし、









































































和風は謡のツヨ吟風の節で千代とは異なり、 音はあまり動かない。 『栄二譜』は、 「ちり
よォォ」で音が上行しているところが他と異なるが、 「とおき」








千代のように 「あめよ」 が低音から始まったのち上行するのは、 勘次、 和風、






曲全集』 、 『栄二譜』 、 『青柳譜』 。　
千代のように「かぜなら」の「ぜ」のみ高音に取るのは勘次。六左衛門、
和風、 『俗曲全集』 、 『栄二譜』 、 『青柳譜』 は、 低い音から始まったのち上行する。　
千代のように 「ふくな」 を同じ音でおさめているのは和風と 『青柳譜』 。 『栄
















六左衛門、和風、 『青柳譜』 、 『文化譜』 。勘次と『俗曲全集』は「ふなァのォり」の産み字が強調されている。＊この部分のまとめ：千代と六左衛門は類似 勘次と『俗曲全集』は類似。和風と『栄二譜』は類似 『青柳譜』と『文化譜』は後半が類似するが、 『文化譜』は「じゃ」を上げているので印象がだいぶ変わる。〔船唄３〕〽風が物言やこ づてしょもの」　
千代のように「かぜが」が低音から始まった ち上行するのは全て 共




衛門。和風、 『青柳譜』 、 『文化譜』も上行 が、 「ものい
ィ」に産み字に
節がつき、この三つは似た音で移行している。勘次 『俗曲全集』 、 栄二は「ものいや」 高音に取る。　
千代のように「ことづて」が低音から始まったのち上行する は全てに
共通する。そのうち千代と全く同じなのは 勘次、 『俗曲全集』 、 『栄二譜』　
千代のように「しょォもォのォ となっているのは勘次、六左衛門。
＊この部分のまとめ： 「かぜが」は低音から始まる。千代と勘次は「もの
や」以外類似。和風、 『青柳譜』 、 『文化譜』は類似。〔船唄４〕〽風は諸国を吹廻る」　
千代のように「かぜは」が低音から始まったのち上行するのは全てに共




曲全集』 、 『栄二譜』 、 『青柳譜』 その中でも『栄二譜』はこの音をとくに高音で取る。逆に低音から始まるのは和風と 文化 。 「しょこく 」は六左衛門と『俗曲全集』が類似。　
千代のように「ふきまわる」が低音から始まったのち上行するのは全て



















































































































































































【主要参考文献】杵屋勘五郎「 『新曲浦島』前曲の節附」 （ 『歌舞伎』第七十一号） 、一九〇六
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『読売新聞』一九二五年十一月二十六日（朝刊） 。『東京朝日 六 月十六日（朝刊） 。杵屋栄蔵『長唄のうたひ方』東京：創玄社、一九二七年。松林たかね「新曲浦島」 『演藝畫報』 、一九三八年十月伊原青々園 團菊以後』東京：青蛙房、一九七三年。蒲生郷昭「曲目解説
 新曲浦島」 （ 『日本古典音楽大系』第四巻長唄、 「第二
部
 曲目解説・歌詞と注釈」 ）東京：講談社、一九八一年。







 新曲浦島」 （ 『日本舞踊』 第六十七巻八月号）
東京：日本舞踊社、二〇一五年八月。
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Report on SP Records Made by Pathé in the Collection of
the Tokyo National Research Institute for Cultural Properties: 
With Focus on the Nagauta “Shin Urashima”
Hoshino  Atsuko
　　A report on the recording of the nagauta “Yoshiwara Suzume” was made in Research and 
Reports on Intangible Cultural Heritage No. 9 published in March 2015. The present report is on the 
recording of “Shin Urashima” among the SP records made by Pathé in the collection of the Tokyo 
National Research Institute for Cultural Properties (manufacture number: 34625 - 34631; Institute’s 
inventory number: 17-216A – 17-218B). This piece was composed in 1906 by Kineya Kangoro V, who 
was involved in the recording by Pathé, when he was at the time of maturity. It is thought that 
Kineya Chiyo, the wife of Kangoro’s elder brother, Kineya Rokuzaemon XIII, is the singer and 
Kineya Eiko, Kangoro’s wife, is the shamisen player. Since the Pathé recording is thought to have 
been made in October 1911, a few years after the first performance of the piece, it may be said that 
the original is preserved in the recording of “Shin Urashima.” 
　　“Shin Urashima” has become one of the very popular repertories of nagauta since its first 
performance. That several versions of its score have been published and that Matsunaga Wafu IV, 
known as a nagauta expert, was fond of it and the audience liked his performance may be given as 
factors for such popularity. On the other hand, the fact that many performers were fond of this 
piece meant that singers felt free to change the melody of parts which were not accompanied by 
shamisen (for instance, issei at the beginning and funauta at the end of the piece), making authentic 
transmission of the piece unclear. In this report, analysis is made particularly of the melody of those 
two parts as sung by Kineya Chiyo to see how it is different from the melody in today’s 
performances and published scores. 
　　The present author had the opportunity to interview the family of Kineya Kyosen, the daughter 
of Kineya Kangoro V and Kineya Eiko. Based on this interview, report is also made about Kyosen’s 
father who was known as a famous composer and how he introduced methodology of western music 
into his compositions as well as about the activities of her mother and of her aunt, Kineya Chiyo, as 
female performers. 
